
  

  

 
地区行動指針 ：「感謝と挑戦」　　クラブスローガン ：「感謝と誇り」～胸躍る未来へ～
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 国際ロータリー第2790地区
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 　　千葉西ロータリークラブ
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■ 四つのテスト/真 野 匡 章 会員
　「言行はこれに照らしてから」
　1．真実かどうか
　2．みんなに公平か
　3．好意と友情を深めるか
　4．みんなの為になるかどうか

■ お客様
　伊 藤 　 学 様（ゲストスピーカー・千葉西警察署生活安全課課長）
　畠 山 一 美 様（ゲストスピーカー・千葉西警察署生活安全課副主幹）
　門 山 宏 明 様（千葉 RC）

■同好会協力金の贈呈
　野球同好会…宮川忠士監督
　WRG ゴルフ同好会
　　　…津田英彦会長（代理・飯高喜代志副会長）

■ 委員会報告
WRGゴルフ同好会
　遠藤年度初戦となります第 62 回大会を麻倉ゴルフクラブにて開催します。天気が何とかもってくれたらと思い
　ます。本日開催された地区大会記念ゴルフは途中で中止となったそうです。
　参加される方は準備して頂き楽しくやりたいと思います。よろしくお願いします。

■ 会長挨拶 /遠  藤 　平 会長
　先週の挨拶の冒頭に、台風１０号により甚大な被害に遭われた岩手県、北海道東部の皆様にお見舞い申

　し上げた直後に台風１３号による記録的大雨で河川の氾濫、土砂崩れによって甚大な被害に遭われまし

　た北海道稚内方面の皆様に心よりお見舞い申し上げます。いずれ北海道の第２５００地区、２５１０地

　区岩手県の第２５２０地区に対し当地区ガバナー事務所より各クラブに義援金の要請がなされると思い

　ますが、正に困った時はお互いさまであります。ご理解、ご協力を改めてお願い致します。

　さて、先週は日本のロータリーの祖、福島喜三次氏のプロフィールとロータリー歴についてお話しさせ

　て頂きました。今週は日本のロータリーの父、米山梅吉氏のプロフィールとロータリー歴と果たされた

　活動についてお話しさせて頂きます。

　米山梅吉、１８６８年（慶応４年）２月４日～１９４６年（昭和２１年）４月２８日　７８歳　逝去

　１８６８年、東京の和田家に生まれ、５歳の時、父親の他界により母親の郷里である静岡県三島に移住

　する。旧制沼津中学校を２年で退学し、１４歳で上京し銀座の江南学校に入学、１９歳で東京英和学校（青山学院前身）に転入、

　米国人講師のもと英語を学ぶ。

　１８８６年、米山家の養子となり渡米。８年間の在米中、オハイオ州・ウェスレヤン大学、ニューヨーク州・シラキュース大学

　で法学を学ぶ。

　１８９７年、井上　馨の紹介で三井銀行入社。深川、横浜、大阪支店長を経て、１９０９年常務取締役に就任する。最終的には

　三井信託銀行社長就任。

　１９１７年１０月、目賀田種太郎男爵を団長とする政府派遣財政経済委員の一員として渡米、１９１８年正月をダラスの福島喜

　三次宅で過ごす。

　現地駐在員として案内役を務めた福島喜三次から、ロータリーに関する話を聞き、関心を寄せロータリークラブを訪ねる。

　１９２０年、福島喜三次より協力依頼され東京ロータリークラブ設立チャーター・メンバー集めに奔走する。同年１０月２０日、

　東京ロータリークラブが誕生する、初代会長に就任。

　戦前の日本のロータリーは財界人の入るクラブという錯覚を生み出すと共に、クラブ会員が当然果たすべきクラブ奉仕活動を事

　務局員に任せるという悪しき習慣を日本全国に広げる原因を作りだした。もしも福島喜三次が中心になってロータリークラブを

　作っていたら全く違ったものとなっていただろうと東京ロータリークラブ５０年史に記載されています。

　米山梅吉に対する功罪、諸説あるようですが、その遺徳を顕彰して米山記念奨学会が日本と世界を結ぶ懸け橋となる外国人留学

　生の支援を行っています。

　日本のロータリーの父、米山梅吉の功績、偉業を学ぶことが私たち千葉西ロータリークラブの道しるべとなるのではないでしょ

　うか。　以上、会長挨拶とさせて頂きます。


